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平成23年度専修大学社会体育研究所研修会情報交換会
「立命館大学スポーツ健康科学部における
カレッジスポーツ強化の取組み」報告
富川理充（商学部講師）　相澤勝治（文学部講師）
1．はじめに
　専修大学社会体育研究所の研修会として、2012年1月20日（土）に
立命館大学びわこ・くさつキャンパスへ訪問し、同大スポーツ健康科学
部の施設視察および研究交流会を行った。立命館大学は、2010年（平
成22年）にスポーツ健康科学部および大学院スポーツ健康科学研究科
を開設した。スポーツ健康科学を中心に、理学、工学、保健衛生学、医
学、体育学、教育学、経済学、経営学などの学問領域を含めて、総合
的・学際的な教育を展開している。また、1997年からはスポーツ強化
センターを発足させ、カレッジアスリートの強化育成とサポートの充実
を図っている。今回の研修会は、立命館大学の先進的な取り組みと、専
修大学で成果をあげてきたスポーツ科学の活用事例についての情報交換
会を行い、これからの競技現場におけるスポーツ科学活用の可能性を探
るとともに、立命館大学スポーツ健康科学部と専修大学社会体育研究所
の連携について考えることを目的とした。
　立命館大学びわこ・くさつキャンパスに到着した後、同大スポーツ健
康科学副学部長、伊坂忠夫教授の案内のもと施設見学を行った。その後
同学部長の田畑泉教授と研究交流会に移り、立命館大学スポーツ健康科
学部より後藤一成准教授が、本学社会体育研究所より前嶋孝教授が、
各々が取組まれている研究等について紹介するとともに参加者全員で情
報交換を行った。以下にその主な内容を紹介する。
〈日時、場所〉
　日　時：平成24年1月20日（金）　13:00～17:00
　場　所：立命館大学スポーツ健康科学部
〈研修会参加者〉
専修大学社会体育研究所：佐藤雅幸、前嶋孝、野呂進、吉田清司、佐竹
弘靖、佐藤満、飯田義明、久木留毅、齋藤実、平田大輔、渡辺英次、時
任真一郎、富川理充、相澤勝治
立命館大学スポーツ科健康科学部：田畑泉（学部長）、伊坂忠夫（副学
部長）、後藤一成
正門真正面に見えるウェストウィング（理工学部、保健センターなど）
2．施設見学
・スポーツ健康科学部について
　2010年4月に立命館大学びわこ・くさつキャンパスに新設されたス
ポーツ健康科学部は現在2年目を迎え、2回生までの約460名の学生が
在籍している。同時に開設された修士課程スポーツ健康科学研究科には
50名の大学院生が在籍し、2012年度からは募集定員8名の博士課程後
期課程が新設される。
　立命館大学には、全15学部合わせて約36,000名の学生が在籍して
おり、1学年当たり約9,000名の在学生を抱えていることとなる。その
うちスポーツ推薦者は約220名である。スポーツ健康科学部の入学定
員は220名であり、うち推薦入学者は約50% に及びスポーツ推薦者は
約20%（約45名）である。授業の開講時間内の部活動は禁止されてお
り、また一定の単位数が取得できないと部活動への参加が禁止される。
そのために、学生が学生を教える「Academic Adviser」の制度や、
文武両道を実践している学生の生活を「Athlete Model」として紹介す
るなど、大学として体育会に所属する学生のサポート体制を整えている。
　スポーツ健康科学部の2回生までは、基礎専門科目として、スポーツ
健康関連科目の他に数学や簿記、理科といった自然科学系の実験や社会
科学系の統計処理の基礎となる科目が開設されている。また、教育法や
コーチング、リーダーシップに関する科目なども置かれ、総合的でグロ
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ーバルな人材育成を目指している。3回生より、「スポーツ科学（理
学・工学系）」、「スポーツ教育（体育学・教育学系）」、「スポーツマネジ
メント（経営学・経済学系）」、「健康運動科学（保健衛生学・医学系）」
のいずれかのコースを選択するとともに、各教員が開設しているゼミナ
ールに参加し専門科目を学ぶカリキュラムが置かれている。さらに、
25名を限度にした小集団演習を1回生より導入し、より知識を深化さ
せる学習環境を整えたり、コミュニケーション能力やディベート能力の
開発を促す授業展開も取られている。
　スポーツ健康関連の専門教員は、産業社会学部に所属する数名の教員
を除き全員がスポーツ健康科学部の所属となっており、現在25名が在
籍している。教員は上述した各コースに所属し各々の専門をもとにテー
マを設定したゼミナールを開講しつつ、コースを跨いで相互に連携しな
がら教育・研究活動を行っている。さらに、他学部で開設されている選
択科目の一般体育科目も担当しており、非常に負担が大きい状況のなか
で活動されていることが予想される。一方で、一般体育を選択する学生
も多いが、その申請に見合った施設や教員が十分に確保されておらず、
抽選漏れとなる学生が多い現状にあるようである。
スポーツパフォーマンス測定室（左）と栄養調理実習室（右）
MR 装置（左）と DEXA 装置（右）
・教育研究施設
　スポーツ健康科学部の教育・研究を行う施設・設備のほとんどは、キ
ャンパス内のインテグレーションコア（スポーツ健康科学部基本棟）に
集約されている。1階から6階までの各階に、関連する領域の施設・設
備が合理的に設計、配置されている。
　特徴的な例を挙げると、1階にスポーツパフォーマンス測定室として
のスペースが確保されており、あらゆる動作解析に対応可能なようにフ
ォースプレートやハイスピードカメラなどの測定機器が常設されている。
また、栄養調理実習室には食器が準備されたアイランド型キッチンと卓
袱台の置かれたダイニングスペースが設けられている。食品カロリー測
定器もあり、調理実習を通して実践的に栄養や食事について学ぶ環境が
整えられている。現在は栄養学関連のゼミを希望する学生が中心となり、
学部長との朝食会も毎週催されているようである。さらに、高機能画像
撮影室には医療機器としても使用される MR 装置、DEXA 装置が各1
台ずつ設置され、より専門的な研究に対応可能な環境が整えられている。
　3階にはスポーツ健康指導実験室、応用スポーツ科学実験室などが設
置されている。前者には、健康や体力を評価し身体活動や運動に関する
応用研究を行うための各種測定機器とともに、短時間で3次元的に体型
を解析可能なボディラインスキャナが備え付けられている。後者には、
常圧低酸素環境下でトレッドミルや自転車エルゴメータを用いた運動時
の生理応答を同時に10名前後測定可能な環境制御室が2部屋、それと
同様の環境下で睡眠実験などが可能な部屋が1部屋、その他に気温や湿
度を管理し代謝を正確に測定可能なヒューマンカロリメーターが設置さ
れている。
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環境制御室（左）とトレーニング指導実習室（右）
　他にも、測定機器や実験機材を加工したり新たに設計・作成したりす
る必要が生じた時に、それに対応可能な工作室を完備するとともに専門
知識・技能を有する教員を配置されたり、質量分析計やリアルタイム
PCR システムなど基礎研究のための各種測定装置やシステムが導入さ
れ、最先端の測定機器や教育・研究環境が将来的な発展を見据えて整え
られている。
　教育・研究施設とは異なるが、正門を入ったすぐ目の前には全天候型
陸上競技用トラック（8レーン）を備えたグラウンドがあり、他にも2
つのグラウンドが整備されている。その一つは体育会のアメリカンフッ
トボール部、ラグビー部専用のグラウンドであり、人工芝のグラウンド
が各々1面ずつ用意され、その隣にはトレーナーが常在するトレーニン
グ場やミーティングルームなどの入ったアスリートクラブハウスが併設
されている。一般学生用のトレーニング場は体育館内に別に設けられて
おり、そこにもトレーナーが常在する体制が取られている。体育会の活
動をバックアップする体制が、施設・設備上でも整えられている状況で
ある。
　体育・スポーツ・健康科学分野において「西の雄」を目指していると
いう、大学を挙げての本気度、真剣さがこれらの施設・設備を通しても
窺えた。
3．研究交流会
・「乳酸代謝能の改善をねらいとした低酸素トレーニング―陸上長距離
選手を対象にした実践例」　後藤一成（立命館大学スポーツ健康科学部
准教授）
　立命館大学の後藤准教授より、演題名「乳酸代謝能の改善をねらいと
した低酸素トレーニング―陸上長距離選手を対象にした実践例」の発表
が行われた。今回は、立命館大学に設置されている低酸素トレーニング
室を用いて、立命館大学長距離選手を対象とした低酸素トレーニングの
実践例について、最新の研究データを交えながら紹介された。低酸素ト
レーニングはその効果が期待される一方、コンディションを崩しやすく
することもあり、立命館大学では気圧自体は変えず、酸素濃度の割合を
低くした常圧低酸素の環境を設定し、これは標高2700M を想定してい
るとのことであった。低酸素トレーニングの期待される効果として、有
酸素性能力の向上だけではなく、無酸素性能力や耐乳酸能の向上など、
最新の研究論文が紹介された。とくに、後藤准教授は低酸素トレーニン
グによる乳酸の処理能力の改善と競技パフォーマンスを中心に発表され
た。無酸素性代謝を評価する指標として「乳酸カーブテスト」を用い、
様々な条件下で低酸素トレーニングの効果を検討しており、後藤准教授
は、現場のコーチからの要望に応えて現場に則した条件設定で研究して
いると述べ、この点は非常に興味深い視点であった。さらに、国際大会
に参加する女子ハーフマラソンランナーを対象に新たな視点で取り組ん
だ低酸素トレーニングの活用事例についても紹介して頂いた。今回はア
スリートの低酸素トレーニングの活用事例を中心に紹介して頂いたが、
低酸素環境が肥満やメタボリックシンドロームの改善に関与するデータ
も一部紹介され、低酸素トレーニングのさらなる可能性についても示し
て頂いた。質疑では、具体的な低酸素トレーニングプロトコルの条件や
今後の活用法など、活発な意見交換がなされた。
発表する後藤一成准教授（左）と研究交流会の様子（右）
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・「カレッジスポーツから世界へ～専修大学における低酸素トレーニン
グの取り組みとその成果～」　前嶋　孝（専修大学法学部教授／元社会
体育研究所所長）
　専修大学の前嶋教授より、演題名「カレッジスポーツから世界へ～専
修大学における低酸素トレーニングの取り組みとその成果～」の発表が
行われた。専修大学スピードスケート部におけるスポーツ科学的手法を
用いた実践例を中心に発表が行われた。冒頭、前嶋教授が紹介された記
事「それでも私は測りつづける」が紹介され、現場研究の意義について
述べられた。発表は、「科学の立場」と「実践の立場」の両視点から話
が進められた。「科学の立場」としては、スピードスケートに関する体
力測定や用具の研究（滑走時の足圧の変化）に関するデータが示され、
用具開発の研究では実験の苦労話を交えながら現在のスケート靴開発の
土台となるデータが紹介された。研究を通して、前嶋教授は、科学の立
場は「実態を科学的に知る」ということであると述べた。
　また、専修大学スピードスケート部の指導者「実践の立場」としては、
常に勝つための工夫について考え、その中から、これまでの実践事例を
紹介した。スピードスケートの新たなトレーニングとして、初めてロー
ラースケートを導入し、科学的データに基づいて実際のスポーツ現場で
実践した視点は大変興味深い視点であった。最大酸素摂取量の測定では、
最大酸素摂取量の測定内容を実際のレースを想定した負荷に変えたこと
により、選手のモチベーションが高くなったエピソードも紹介された。
また、選手個々の乳酸値のデータに関して、新たな学術的知見から乳酸
値のデータを再考し、選手の種目変更やトレーニング計画に役立ててお
り「読めないデータも読めるようになる」と述べた。
　オリンピックに関しては、メダルが期待された大会での惨敗から、世
界との差を肌で感じ、その後、イメージトレーニングを練習に取り入れ、
カルガリーオリンピックでは銅メダルの獲得に貢献したことを紹介した。
　低酸素トレーニングの取り組みでは、常圧低酸素トレーニングの開発
時のエピソードや、長野オリンピックでは会場付近に常圧低酸素室を仮
設で設置して試合に挑んだことが紹介された。前嶋教授は発表の最後に、
科学的な知見を実践に応用するためには、「現場」で測定し続けていく
ことの重要性を指摘し、発表を終えた。質疑では、実践者としてしつこ
くデータを測定し、実際の指導現場で実践してきた内容に感銘を受けた
コメントがよせられた。
　報告会の最後には、専修大学社会体育研究所所長の佐藤雅幸教授より、
立命館大学への謝辞が述べられ、今後、スポーツを通した教育・研究分
野において交流することを確認し、研究交流会を終えた。
4．まとめ
　本年度の研修会を立命館大学スポーツ科学部との研究交流会とした理
由は、2010年度に同大同学部がびわこ・くさつキャンパスに開設され
るにあたり、最先端の教育・研究環境を整備するとともに優秀な教員を
発表する前嶋孝教授（左）とインテグレーションコアを背景にした参加者（右）
募集し、体育・スポーツ・健康科学分野においてまさに「西の雄」とな
るべく目標に向かった取組みを、大学を挙げて実践されているからであ
る。今回の情報交換会を通して、社会体育研究所の強みである「実践研
究」と、「学術研究」との融合の必要性を再認識した有意義な研究交流
会であった。
